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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
政
府
に
お
け
る
今
後
の
行
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
方
針
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
に
つ
い
て

行
政
改
革
推
進
室
は
、
行
政
改
革
推
進
事
務
体
制
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
三
年
一
月
五
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
）
に
基

づ
き
、
平
成
十
八
年
六
月
二
十
三
日
に
内
閣
官
房
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

行
政
改
革
推
進
室
は
、
行
政
改
革
推
進
に
関
す
る
事
項
の
う
ち
特
定
の
事
項
に
係
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整
に

関
す
る
事
務
等
を
行
う
た
め
、
内
閣
官
房
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
行
政
刷
新
会
議
は
、
国
民
的
な
観
点
か
ら

、
国
の
予
算
、
制
度
そ
の
他
国
の
行
政
全
般
の
在
り
方
を
刷
新
す
る
と
と
も
に
、
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
民
間
の
役
割
の

在
り
方
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、
「
行
政
刷
新
会
議
の
設
置
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
一
年
九
月
十
八
日
閣
議
決
定
）
に
基

づ
き
、
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
行
政
改
革
推
進
室
と
行
政
刷
新
会
議
の
事
務
局
は
、
相
互
に
連
携
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

一



行
政
改
革
推
進
室
の
職
員
の
う
ち
、
独
立
行
政
法
人
の
改
革
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
る
職
員
は
、
行
政
刷
新
会
議
の
事
務

局
の
職
員
と
し
て
の
発
令
も
受
け
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

行
政
改
革
推
進
室
は
、
行
政
改
革
推
進
に
関
す
る
事
項
の
う
ち
特
定
の
事
項
に
係
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
総
合
調
整
に

関
す
る
事
務
等
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
総
務
省
行
政
管
理
局
は
、
行
政
制
度
一
般
に
関
す
る
基
本
的
事
項
の

企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
事
務
、
行
政
機
関
の
機
構
、
定
員
及
び
運
営
に
関
す
る
企
画
及
び
立
案
並
び
に
調
整
に
関
す
る
事

務
、
独
立
行
政
法
人
に
関
す
る
共
通
的
な
制
度
の
企
画
及
び
立
案
に
関
す
る
事
務
等
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
相
互
に

連
携
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

政
策
金
融
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
十
月
に
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
を
新
た
に
設
立
し
た
が
、
そ
の
後
の

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
勘
案
し
、
御
指
摘
の
と
お
り
、
国
際
協
力
銀
行
（
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
法
（
平
成
十

九
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
十
三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
専
任
の
部
門
を
い
う
。
）
、
株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
及
び

株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
に
つ
い
て
所
要
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と
も
、
政
策
金
融
の
在

二



り
方
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
「
独
立
行
政
法
人
の
事
務
・
事
業
の
見
直
し
の
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十

二
年
十
二
月
七
日
閣
議
決
定
。
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
講
ず
る
こ
と
と
し
た
事
務
・
事
業
等
の
見
直
し

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
の
制
度
・
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
、
基
本
方
針
を
踏
ま

え
、
引
き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

特
別
会
計
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
に
行
わ
れ
た
事
業
仕
分
け
の
評
価
結
果
を
踏
ま
え
、
各
特
別
会
計
を

所
管
す
る
府
省
に
お
い
て
、
現
在
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
の
影
響
等
に
よ
り
、
検
討
の
進

�
に
あ
る
程
度
の
差
が
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
四
年
の
通
常
国
会
に
関
連
法
案
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

総
人
件
費
改
革
に
つ
い
て
は
、
「
平
成
二
十
二
年
度
以
降
の
定
員
管
理
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
閣
議
決

三



定
）
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
五
年
間
で
平
成
二
十
一
年
度
末
の
国
家
公
務
員
の
定
員

の
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
合
理
化
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
平
成
二
十
四
年
度
以
降
に
お
い
て
も
、

例
年
ど
お
り
増
員
を
極
力
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
業
務
の
見
直
し
や
効
率
化
に
取
り
組
み
、
可
能
な
限
り
定
員
の
純
減
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

十
に
つ
い
て

国
の
資
産
の
圧
縮
に
つ
い
て
は
、
簡
素
で
効
率
的
な
政
府
を
実
現
す
る
た
め
の
行
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
八
年
法
律
第
四
十
七
号
）
等
に
基
づ
き
、
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
の
四
年
間
で
財
政
融
資
資
金
の
貸

付
金
の
残
高
を
約
九
十
二
兆
円
圧
縮
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
着
実
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と
も
、

国
の
資
産
の
圧
縮
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

十
一
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
国
の
予
算
、
制
度
そ
の
他
国
の
行
政
全
般
の
在
り
方
の
刷
新
等
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

四


